
都市化の著しい中川・綾瀬川流域では、従来の手法である治水施設の整備だけでは洪水を防ぐこと
が困難となっている。よって、河川対策と流域の保水・遊水機能を回復し流域の降雨流出を抑制する
流域対策の両面から洪水被害の軽減・防止をはかっている。

総合治水対策

河川対策

流域対策

複数県にまたがり広域的な観点で整備が必要な河川
～中川・綾瀬川総合治水対策特定河川事業（東京都・埼玉県）～

河川対策計画図

河川分担量
１４，９５０万m3

流域整備計画目標

ΣＶ＝１７，９００万m3

低地地域対策量
５００万m3

流域湛水量
２，１５０万m3

流域対策量
８００万m3

流域分担量
２，９５０万m3

被害湛水量
０万m3

無被害湛水量
２，１５０万m3

保水地域対策量
２５０万m3

遊水地域対策量
５０万m3

埼玉県

東京都

中川・綾瀬川流域位置図

湛水量分担計画

流域の降雨が短時間で河川に流出し
ないよう、流域の協力を得ながら、具
体的な基準に基づき、雨水貯留浸透施
設の設置を行う。

河川調節池（深作遊水
池）




